
 

 

 

 

 

 

 

 EBSDデータの平滑化 

 ＥＢＳＤデータをＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸで解析 
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概要 

 ＥＢＳＤデータは離散的なデータで通常，Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法で解析が行われるが、 

   ＬａｂｏＴｅｘはＡＤＣ法で離散的なデータには向いていない。しかし、データの平滑化を行えば 

   ＥＢＳＤデータも扱える。ａｎｇデータをＨｅｒｍｏｎｉｃ法であるＭＴＥＸと比較を行ってみます。 

    

   ＬａｂｏＴｅｘでは内部に平滑化機能がないため、ＥＢＳＤデータのｅｕｌｅｒ角度位置に 

   プロットされる。このＯＤＦデータを外部にＥｘｐｏｒｔし、外部で平滑化を行い、結果を 

   ＬａｂｏＴｅｘの内部データとして登録を行う。 

 

 

   

 

 ＥＢＳＤデータの変換を行うＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアは、あらゆるＥＢＳＤデータから 

 ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸへのデータ変換を行います。 

 あらゆるＥＢＳＤデータとは、ＭＴＥＸ５．１．１付属ＥＢＳＤデータ全てに対応しています。 

 最新ＭＴＥＸではＡｎｇデータを読み込むにはＭＴＥＸのｍファイルの修正が必要なため 

 ｃｔｆファイルで渡します。 
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データ変換 

ＭＴＥＸ向け 

  

ＬａｂｏＴｅｘ向け 

  



ＭＴＥＸで解析 

  

  

 

  

 



 

 

ans=ebsd('Titanium(Alpha)') 

odf=calcDensity(ans.orientations) 

plot(odf,'contour') 

 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアでＴｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

  

   

   

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによるＯＤＦ図 

 

 

解析結果は、Job01以下に登録されています。 

 

 

 

 Ｔｉ．ＯＤＦを読み込み平滑化後Ｊｏｂ０２に書き込めばＬａｂｏＴｅｘで平滑化データが扱えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘのＯＤＦデータの平滑化 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２のＴｏｏｌＫｉｔより 

  

  

 

 



 ＬａｂｏＴｅｘのＪｏｂ１￥Ｔｉ．ＯＤＦを選択 

 

 

 

Ｔｉ．ＯＤＦ（バイナリー）をＴＥＸＴに変換して表示しています。 

 

 このデータの平滑化を行う。 

 

 

 

 

 



平滑化はＷｉｇｈｔと繰り返しで行います。 

  

 

 Ｗｉｇｈｔ＝６、Ｃｙｃｌｅ＝６の場合  平滑後の最大方位密度８０．６３－＞１４．６５ 

 

 平滑化されています。 

 このデータをｓａｖｅします。 

  

 

 画面が閉じ、LaboTexODFFile画面に戻ります。 

 

 



Ｊｏｂを作成 

 

 

 

 

 Ｊｏｂ２に平滑化されたＴｉ．ＯＤＦが登録されます。 

 

ＬａｂｏＴｅｘを再起動で確認します。 

 

 

 



平滑化データ登録が確認出来ます。 

 

ＭＴＥＸとＬａｂｏＴｅｘ比較 

ＭＴＥＸ     ＬａｂｏＴｅｘ 
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